
本日の講義

幸松英恵：東京外国語大学世界言語社
会教育センター特任講
師。2012年東京大学大
学院総合文化研究科言
語情報科学専攻にて博
士（学術）取得。専門は
日本語学。
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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

外
国
人
学
生
た
ち
と
英
語
で

議
論
す
る
の
も
楽
し
み
で
す

「
多
文
化
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
」は
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
主
体
と
し
た
国
際
日
本
学
部

１
年
生
の
必
修
科
目
。
受
講
生
82
人
の
う
ち
、

５
割
強
が
外
国
人
留
学
生
と
い
う
の
も
東
京

外
国
語
大
学
な
ら
で
は
だ
。

出
身
国
も
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ

リ
カ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ス
ロ
バ
キ
ア
、ハ

ン
ガ
リ
ー
な
ど
14
カ
国
に
及
ぶ
。
留
学
生
は

日
本
語
の
習
熟
度
に
差
が
あ
る
の
で
、
日
本

語
と
英
語
で
講
義
が
行
わ
れ
る
。

大
津
先
生
、
幸
松
先
生
、
２
人
の
先
生
が

８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
学
生
た
ち
を

指
導
す
る
。

「
こ
の
講
義
は
、外
語
大
の
地
元
の
魅
力
を

発
信
す
る
番
組
制
作
を
通
じ
、
多
文
化
協
働
、

共
生
力
を
養
え
る
国
際
日
本
学
部
な
ら
で
は

の
実
践
的
な
科
目
で
す
」
と
大
津
先
生
は
講

義
の
魅
力
を
語
る
。

テ
レ
ビ
番
組
を
作
る
の
に

大
切
な
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
は
、
伝
統
文
化
、
芸
術
、
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
、
工
業
、
歴
史
、
地
域
振
興
、
農

業
と
い
う
８
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
番
組
を

制
作
す
る
。

こ
の
日
は
す
で
に
４
回
目
。
前
回
、
テ
レ

ビ
朝
日
の
出
前
授
業
で
来
校
し
た
講
師
か
ら

番
組
制
作
に
つ
い
て
学
び
、
グ
ル
ー
プ
を
統

括
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
チ
ー
ム
と
実
際
に

番
組
を
作
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
チ
ー
ム
の
役
割

を
決
め
、
ど
ん
な
番
組
を
作
り
、
ス
ポ
ン
サ

ー
を
ど
こ
に
す
る
か
議
論
が
伯
仲
し
た
。

東
京
競
馬
場
を
取
り
上
げ
る
観
光
の
グ
ル

ー
プ
は
、「
ス
ポ
ン
サ
ー
は
ど
こ
が
い
い
か

な
？
」「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
Ｆ
１
・
Ｍ
１
層
（
20

〜
34
歳
女
性
・
男
性
）
だ
ね
。
だ
か
ら
若
者

が
入
り
や
す
い
お
店
を
調
べ
て
み
よ
う
」「
タ

ー
ゲ
ッ
ト
が
似
て
い
る
Ｃ
Ｍ
も
あ
る
か
ら
、

違
い
を
ど
う
出
そ
う
か
」
と
話
は
尽
き
な
い
。

調
布
飛
行
場
と
外
語
大
周
辺
の
戦
跡
を
扱

う
歴
史
グ
ル
ー
プ
で
は
外
国
人
学
生
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
英
語
主
体
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
盛
り
上
が
る
。

「
語
学
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
、ど
の
言
語

を
選
択
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
役
割
分
担
や

企
画
が
進
む
か
学
生
た
ち
で
考
え
ま
す
。
歴

史
グ
ル
ー
プ
で
は
留
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

い
ま
す
ね
」
と
大
津
先
生
は
言
語
の
選
択
の

重
要
性
を
強
調
す
る
。

今
後
は
７
月
下
旬
の
番
組
制
作
発
表
会
に

向
け
、企
画
書
の
発
表
会
、台
本
の
作
成
、取

材
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
撮
影
、
編
集
と
初
め

て
体
験
す
る
こ
と
ば
か
り
が
続
く
。

「
こ
れ
か
ら
は
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
能

力
を
ど
う
生
か
す
か
が
鍵
。
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
の
セ
ン
ス
が
あ
る
学
生
や
撮
影
や
編
集
が

得
意
な
学
生
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
生
が
い
る
か

ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
字
幕
も
入
れ
よ
う
と
か
。

チ
ー
ム
の
皆
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
協

働
で
番
組
と
い
う
プ
ロ
ダ
ク
ツ
を
作
り
上
げ
、

課
題
を
解
決
す
る
難
し
さ
と
喜
び
を
経
験
し

て
ほ
し
い
」
と
幸

松
先
生
は
話
す
。

完
成
し
た
番
組

は
、
テ
レ
ビ
朝
日

の
社
員
が
評
価
。

で
き
あ
が
っ
た
番

組
は
外
語
大
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
な
ど
で

公
開
予
定
。
今
か

ら
番
組
制
作
発
表

会
が
、
楽
し
み
だ
。

世
界
各
国
の
学
生
た
ち
と
作
る
と

ど
ん
な
テ
レ
ビ
番
組
が
で
き
あ
が
る
?!

東
京
外
国
語
大
学

大津友美：東京外国語大学大学院国際
日本学研究院准教授。
2006年名古屋大学大
学院国際言語文化研究
科日本言語文化専攻に
て博士（文学）取得。専
門は日本語の談話分
析、日本語教育。
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この講義で
学ぶこと

日
本
人
学
生
と
世
界
各
地
か
ら
の
留
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
。
講
義
は
日
本
語
と

英
語
で
行
わ
れ
、
日
本
人
学
生
と
外
国
人
学
生
が
共
に
学
び
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

こ
の
学
部
で
学
ぶ
こ
と

冨山 瑛史くん
国際日本学部２年／福岡県立 久留米高校卒

永田 史佳さん
国際日本学部２年
神奈川県 私立 湘南白百合学園高校卒

日
本
が
多
文
化
共
生
社
会
に
移
行
す
る
中
で
、
ど

の
言
語
で
ど
の
よ
う
に
会
話
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
の
予
行
演
習
に
な
る
で
し
ょ
う（
大
津
）。

世界のニュースを日本に伝え、また日本のことを世
界に伝えたい―。将来は報道関係に進みたいと考
える自分にとって国際日本学部、そして「多文化コ
ラボレーション１」はうってつけの学部、講義です。

国際日本学部ではアジアや欧米、南米などさまざま
な国の留学生と共に学びます。出身国によって考
え方も異なり新鮮。この講義では、言語をツールと
して番組のプランを練り上げるので楽しいですね。

将来は報道関係に進みたい 国際日本学部なら多国籍の学生と学べる

※講義は2019年に取材したものです。

番
組
制
作
は
、
い
か
に
チ
ー
ム
で
協
働
す
る
か
、
い
い
経
験

に
な
る
は
ず
で
す（
幸
松
）。

大学の歩み未来へ
HistoryFuture

母
語
や
文
化
的
背
景
が
異
な
る
日
本
人
学
生
と
外
国
人
学
生

で
チ
ー
ム
を
編
成
。
東
京
外
国
語
大
学
が
あ
る
府
中
市
周
辺

の
魅
力
を
テ
ー
マ
に
、
企
画
、
現
地
調
査
、
専
門
家
へ
の
取
材

を
行
い
、
世
界
に
発
信
す
る
テ
レ
ビ
番
組
制
作
を
通
じ
て
協

働
作
業
の
意
義
を
学
ぶ
。

大学会館２
階の学生食
堂さぼおるの
「辛ブタ味噌
丼」（378円）
です。ビュッフェ形式で野菜や
汁物も追加でき、一人暮らしの
自分にとって心強い味方です。

冨山 瑛史くん

私の学食
オススメ
メニュー

─
国
際
日
本
学
部
─

URL http://www.tufs.ac.jp/
〒183-8534 東京都府中市朝日町３-11-１
東京外国語大学 高大連携支援室
TEL　042-330-5158

大学情報

4.25（木）
at 府中キャンパス

12:40~14:10

国際日本学部の学生は単に語学
を学ぶのではなく、語学をツー
ルとして日本のことを考えた
い、伝えたいという意識が高い
ようです。キャンパスも門がな
く、開放的でオープンな環境の
中で日本人学生と外国人学生が
共生して学んでいます。

東京外国語大学は
こんな大学

記者の目

言語文化学部 国際社会学部 国際日本学部

明
治
か
ら
続
く
国
際
人
育
成
の
伝
統

大
学
の
源
は
明
治
6
年
に
創
立
さ
れ
た
東
京
外
国

語
学
校
ま
で
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
20

年
、
同
校
は
廃
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治
30
年

に
現
在
の
一
橋
大
学
の
前
身
で
あ
る
高
等
商
業
学

校
の
附
属
外
国
語
学
校
と
し
て
復
活
し
、
明
治
32

年
、
3
年
制
の
東
京
外
国
語
学
校
と
し
て
分
離
独

立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
19
年
に
3
年
制
の
東
京
外
事
専
門

学
校
に
改
組
さ
れ
、
昭
和
24
年
に
4
年
制
の
東
京

外
国
語
大
学
と
な
り
、
平
成
16

年
国
立
大
学
法
人
に
。同
24
年
、

外
国
語
学
部
を
改
組
し
て
言
語

文
化
学
部
と
国
際
社
会
学
部
の

2
学
部
に
、
同
31
年
に
は
国
際

日
本
学
部
を
新
設
し
3
学
部
と

な
り
ま
し
た
。

文
化
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
を
育
て
る

東
京
外
国
語
大
学
は
、
世
界
の
多
様
性
の
源
で
あ

る
、
言
語
・
文
化
・
社
会
を
教
育
・
研
究
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
知
識
を
生
か
し
、
世
界
の
言

語
、
文
化
、
民
族
、
宗
教
、
性
別
な
ど
の
差
異
の

間
で
仲
介
者
と
な
る
人
材
の
養
成
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。

今
後
、
世
界
の
多
様
化
に
よ
り
、
調
整
や
仲
介
の

必
要
性
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
本
学
の
学
生
は
、
高
度
な
言
語
運
用
能
力

や
専
門
知
識
を
身
に
付
け
、新
た
な

価
値
観
の
創
成
に
寄
与
す
る
国
際

教
養
人
、
ま
た
は
国
際
職
業
人
な

ど
、多
様
性
を
力
に
変
え
て
い
け
る

「
多
文
化
共
生
」
に
貢
献
す
る
人
材

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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